
ストレージノードの管理
StorageGRID software
NetApp
December 03, 2025

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-119/admin/managing-storage-
nodes.html on December 03, 2025. Always check docs.netapp.com for the latest.



目次

ストレージノードの管理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ストレージノードの管理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ストレージオプションを使用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

オブジェクトセグメンテーションとは何ですか? . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ストレージ ボリューム ウォーターマークとは何ですか?. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

オブジェクトメタデータストレージの管理. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5

オブジェクト メタデータとは何ですか?. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5

オブジェクト メタデータはどのように保存されますか? . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5

オブジェクト メタデータはどこに保存されますか?. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6

メタデータ予約領域の設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6

メタデータ用に実際に予約されたスペース. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  7

実際に予約されたメタデータ空間の例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  8

許可されたメタデータスペース. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  9

許可されたメタデータスペースの例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  10

異なるサイズのストレージノードがオブジェクト容量に与える影響 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11

メタデータ予約領域設定を増やす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  12

保存されたオブジェクトを圧縮する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  14

完全なストレージノードを管理する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15

ストレージボリュームを追加する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15

ストレージ拡張棚を追加する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15

ストレージノードの追加 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15



ストレージノードの管理

ストレージノードの管理

ストレージ ノードは、ディスク ストレージ容量とサービスを提供します。ストレージ
ノードの管理には次の作業が必要です。

• ストレージオプションの管理

• ストレージボリュームのウォーターマークとは何か、またウォーターマークのオーバーライドを使用して
ストレージノードが読み取り専用になるタイミングを制御する方法を理解する

• オブジェクトメタデータに使用されるスペースの監視と管理

• 保存されたオブジェクトのグローバル設定を構成する

• ストレージノード構成設定の適用

• フルストレージノードの管理

ストレージオプションを使用する

オブジェクトセグメンテーションとは何ですか?

オブジェクト セグメンテーションは、大きなオブジェクトのストレージとリソースの使
用を最適化するために、オブジェクトを小さな固定サイズのオブジェクトのコレクショ
ンに分割するプロセスです。 S3 マルチパートアップロードでは、各パートを表すオブ
ジェクトを持つセグメント化されたオブジェクトも作成されます。

オブジェクトがStorageGRIDシステムに取り込まれると、LDR サービスはオブジェクトをセグメントに分割
し、すべてのセグメントのヘッダー情報をコンテンツとしてリストするセグメント コンテナを作成します。

セグメント コンテナーを取得すると、LDR サービスはセグメントから元のオブジェクトを組み立て、そのオ
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ブジェクトをクライアントに返します。

コンテナとセグメントは必ずしも同じストレージ ノードに保存されるわけではありません。コンテナとセグ
メントは、ILM ルールで指定されたストレージ プール内の任意のストレージ ノードに保存できます。

各セグメントはStorageGRIDシステムによって個別に処理され、管理対象オブジェクトや保存オブジェクトな
どの属性の数に寄与します。たとえば、 StorageGRIDシステムに保存されているオブジェクトが 2 つのセグ
メントに分割されている場合、取り込みが完了すると、管理対象オブジェクトの値は次のように 3 増加しま
す。

segment container + segment 1 + segment 2 = three stored objects

ストレージ ボリューム ウォーターマークとは何ですか?

StorageGRID は、3 つのストレージ ボリューム ウォーターマークを使用して、ストレ
ージ ノードの容量が極端に少なくなる前に、ストレージ ノードが安全に読み取り専用状
態に移行されるようにし、読み取り専用状態に移行したストレージ ノードが再び読み取
り/書き込み可能になるようにします。

ストレージ ボリューム ウォーターマークは、複製および消去コード化されたオブジェクト デ
ータに使用されるスペースにのみ適用されます。ボリューム0のオブジェクトメタデータ用に予
約されているスペースの詳細については、"オブジェクトメタデータストレージの管理" 。
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ソフト読み取り専用透かしとは何ですか?

ストレージ ボリューム ソフト読み取り専用ウォーターマーク は、オブジェクト データ用のストレージ ノー
ドの使用可能なスペースがいっぱいになりつつあることを示す最初のウォーターマークです。

ストレージ ノード内の各ボリュームの空き容量がそのボリュームのソフト読み取り専用ウォーターマークよ
りも少ない場合、ストレージ ノードは読み取り専用モードに移行します。読み取り専用モードとは、ストレ
ージ ノードが読み取り専用サービスをStorageGRIDシステムの残りの部分に通知しますが、保留中の書き込
み要求はすべて満たすことを意味します。

たとえば、ストレージ ノード内の各ボリュームに 10 GB のソフト読み取り専用ウォーターマークがあるとし
ます。各ボリュームの空き容量が 10 GB 未満になると、ストレージ ノードはソフト読み取り専用モードに移
行します。

ハード読み取り専用透かしとは何ですか?

ストレージ ボリューム ハード読み取り専用ウォーターマーク は、オブジェクト データ用のノードの使用可
能なスペースがいっぱいになりつつあることを示す次のウォーターマークです。

ボリュームの空き領域がそのボリュームのハード読み取り専用ウォーターマークより少ない場合、ボリューム
への書き込みは失敗します。ただし、他のボリュームへの書き込みは、それらのボリュームの空き領域がハー
ド読み取り専用ウォーターマークよりも少なくなるまで続行できます。

たとえば、ストレージ ノード内の各ボリュームに 5 GB のハード読み取り専用ウォーターマークがあるとし
ます。各ボリュームの空き容量が 5 GB 未満になると、ストレージ ノードは書き込み要求を受け入れなくな
ります。

ハード読み取り専用ウォーターマークは常にソフト読み取り専用ウォーターマークよりも小さくなります。

読み取り/書き込みウォーターマークとは何ですか?

ストレージ ボリュームの読み取り/書き込みウォーターマーク は、読み取り専用モードに移行したストレージ
ノードにのみ適用されます。ノードが再び読み取り/書き込み可能になるタイミングを決定します。ストレー
ジ ノード内のいずれかのストレージ ボリュームの空き領域がそのボリュームの読み取り/書き込みウォーター
マークよりも大きい場合、ノードは自動的に読み取り/書き込み状態に戻ります。

たとえば、ストレージ ノードが読み取り専用モードに移行したとします。また、各ボリュームの読み取り/書
き込みウォーターマークが 30 GB であるとします。いずれかのボリュームの空き容量が 30 GB に増加する
と、ノードは再び読み取り/書き込み可能になります。

読み取り/書き込みウォーターマークは、ソフト読み取り専用ウォーターマークとハード読み取り専用ウォー
ターマークの両方よりも常に大きくなります。

ストレージボリュームのウォーターマークを表示する

現在の透かし設定とシステム最適化された値を表示できます。最適化された透かしが使用されていない場合
は、設定を調整できるかどうか、または調整する必要があるかどうかを判断できます。

開始する前に

• StorageGRID 11.6 以降へのアップグレードが完了しました。

• グリッドマネージャにサインインするには、"サポートされているウェブブラウザ" 。
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• あなたは"ルートアクセス権限"。

現在の透かし設定を表示する

グリッド マネージャーで現在のストレージ ウォーターマーク設定を表示できます。

手順

1. サポート > その他 > *ストレージのウォーターマーク*を選択します。

2. [ストレージ ウォーターマーク] ページで、[最適化された値を使用する] チェックボックスを確認します。

◦ チェックボックスをオンにすると、ストレージ ノードのサイズとボリュームの相対容量に基づいて、
すべてのストレージ ノード上のすべてのストレージ ボリュームに対して 3 つのウォーターマークすべ
てが最適化されます。

これはデフォルトであり、推奨される設定です。これらの値を更新しないでください。オプションと
して、最適化されたストレージのウォーターマークを表示する 。

◦ [最適化された値を使用する] チェックボックスが選択されていない場合は、カスタム (最適化されてい
ない) 透かしが使用されます。カスタム透かし設定の使用はお勧めしません。指示に従って"トラブル
シューティング 読み取り専用ウォーターマークの上書き警告"設定を調整できるかどうか、または調整
する必要があるかどうかを判断します。

カスタム透かし設定を指定する場合は、0 より大きい値を入力する必要があります。

最適化されたストレージウォーターマークを表示する

StorageGRID は2 つの Prometheus メトリックを使用して、ストレージ ボリュームのソフト読み取り専用ウ
ォーターマークに対して計算された最適化された値を表示します。グリッド内の各ストレージ ノードの最適
化された最小値と最大値を表示できます。

1. サポート > ツール > *メトリック*を選択します。

2. Prometheus セクションで、Prometheus ユーザー インターフェースにアクセスするためのリンクを選択
します。

3. 推奨される最小ソフト読み取り専用ウォーターマークを確認するには、次の Prometheus メトリックを入
力し、[実行] を選択します。

storagegrid_storage_volume_minimum_optimized_soft_readonly_watermark

最後の列には、各ストレージ ノード上のすべてのストレージ ボリュームのソフト読み取り専用ウォータ
ーマークの最小最適化値が表示されます。この値がストレージ ボリュームのソフト読み取り専用ウォータ
ーマークのカスタム設定より大きい場合、ストレージ ノードに対して Low read-only watermark

override アラートがトリガーされます。

4. 推奨される最大のソフト読み取り専用ウォーターマークを確認するには、次の Prometheus メトリックを
入力し、[実行] を選択します。

storagegrid_storage_volume_maximum_optimized_soft_readonly_watermark

最後の列には、各ストレージ ノード上のすべてのストレージ ボリュームのソフト読み取り専用ウォータ
ーマークの最適化された最大値が表示されます。
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オブジェクトメタデータストレージの管理

StorageGRIDシステムのオブジェクト メタデータ容量は、そのシステムに保存できるオ
ブジェクトの最大数を制御します。 StorageGRIDシステムに新しいオブジェクトを保存
するための十分なスペースがあることを確認するには、 StorageGRID がオブジェクトの
メタデータをどこにどのように保存するかを理解する必要があります。

オブジェクト メタデータとは何ですか?

オブジェクト メタデータは、オブジェクトを説明する情報です。 StorageGRID はオブジェクト メタデータ
を使用して、グリッド全体のすべてのオブジェクトの場所を追跡し、各オブジェクトのライフサイクルを長期
にわたって管理します。

StorageGRID内のオブジェクトの場合、オブジェクト メタデータには次の種類の情報が含まれます。

• システム メタデータには、各オブジェクトの一意の ID (UUID)、オブジェクト名、S3 バケットの名前、
テナント アカウント名または ID、オブジェクトの論理サイズ、オブジェクトが最初に作成された日時、
オブジェクトが最後に変更された日時が含まれます。

• オブジェクトに関連付けられたカスタム ユーザー メタデータのキーと値のペア。

• S3 オブジェクトの場合、オブジェクトに関連付けられたオブジェクト タグのキーと値のペア。

• 複製されたオブジェクトのコピーの場合、各コピーの現在の保存場所。

• 消失訂正符号化オブジェクトのコピーの場合、各フラグメントの現在の保存場所。

• Cloud Storage プール内のオブジェクト コピーの場合、外部バケットの名前とオブジェクトの一意の識別
子を含むオブジェクトの場所。

• セグメント化されたオブジェクトとマルチパート オブジェクトの場合、セグメント識別子とデータ サイ
ズ。

オブジェクト メタデータはどのように保存されますか?

StorageGRID は、オブジェクト データとは独立して保存される Cassandra データベースにオブジェクト メ
タデータを維持します。冗長性を提供し、オブジェクト メタデータの損失を防ぐために、 StorageGRID はシ
ステム内のすべてのオブジェクトのメタデータのコピーを各サイトに 3 つ保存します。

この図は、2 つのサイトのストレージ ノードを表しています。各サイトには同じ量のオブジェクト メタデー
タがあり、各サイトのメタデータはそのサイトのすべてのストレージ ノード間で分割されます。
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オブジェクト メタデータはどこに保存されますか?

この図は、単一のストレージ ノードのストレージ ボリュームを表しています。

図に示すように、 StorageGRID は各ストレージ ノードのストレージ ボリューム 0 にオブジェクト メタデー
タ用のスペースを予約します。予約されたスペースを使用して、オブジェクトのメタデータを保存し、重要な
データベース操作を実行します。ストレージ ボリューム 0 およびストレージ ノード内の他のすべてのストレ
ージ ボリュームの残りのスペースは、オブジェクト データ (複製されたコピーおよび消去コード化されたフ
ラグメント) 専用に使用されます。

特定のストレージ ノード上のオブジェクト メタデータ用に予約されるスペースの量は、以下で説明するいく
つかの要因によって異なります。

メタデータ予約領域の設定

メタデータ予約済みスペース は、各ストレージ ノードのボリューム 0 上のメタデータ用に予約されるスペー
スの量を表すシステム全体の設定です。表に示すように、この設定のデフォルト値は次のものに基づいていま
す。
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• StorageGRIDを最初にインストールしたときに使用していたソフトウェア バージョン。

• 各ストレージ ノード上の RAM の量。

StorageGRIDの初期インストール
に使用されるバージョン

ストレージノード上の RAM の量 デフォルトのメタデータ予約領域
設定

11.5～11.9 グリッド内の各ストレージノード
に128 GB以上

8 TB (8,000 GB)

グリッド内のどのストレージノー
ドでも 128 GB 未満

3 TB (3,000 GB)

11.1～11.4 1 つのサイトの各ストレージ ノー
ドに 128 GB 以上

4 TB (4,000 GB)

各サイトのストレージノード上の
容量が 128 GB 未満

3 TB (3,000 GB)

11.0以前 任意の金額 2 TB (2,000 GB)

メタデータ予約領域設定の表示

StorageGRIDシステムのメタデータ予約領域設定を表示するには、次の手順に従います。

手順

1. 構成 > システム > *ストレージ設定*を選択します。

2. ストレージ設定ページで、*メタデータ予約済み領域*セクションを展開します。

StorageGRID 11.8 以降の場合、メタデータ予約領域の値は 100 GB 以上 1 PB 以下である必要があります。

各ストレージ ノードに 128 GB 以上の RAM が搭載されているStorageGRID 11.6 以降の新規インストールの
デフォルト設定は 8,000 GB (8 TB) です。

メタデータ用に実際に予約されたスペース

システム全体のメタデータ予約済みスペース設定とは対照的に、オブジェクト メタデータの 実際の予約済み
スペース はストレージ ノードごとに決定されます。特定のストレージ ノードの場合、メタデータ用に実際に
予約される領域は、ノードのボリューム 0 のサイズとシステム全体のメタデータ予約領域の設定によって異
なります。

ノードのボリューム0のサイズ メタデータ用に実際に予約されたスペース

500 GB未満（非本番環境用） ボリューム0の10%
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ノードのボリューム0のサイズ メタデータ用に実際に予約されたスペース

500 GB以上+または+メタデータ専用ストレージノー
ド

これらの値のうち小さい方:

• 第0巻

• メタデータ予約領域の設定

注: メタデータのみのストレージ ノードに必要な
rangedb は 1 つだけです。

メタデータ用に実際に予約されているスペースを表示する

特定のストレージ ノード上のメタデータ用に実際に予約されている領域を表示するには、次の手順に従いま
す。

手順

1. グリッド マネージャーから、NODES > Storage Node を選択します。

2. *ストレージ*タブを選択します。

3. 使用済みストレージ - オブジェクト メタデータ チャートの上にカーソルを置き、実際の予約済み の値を
見つけます。

スクリーンショットでは、*実際の予約済み*の値は 8 TB です。このスクリーンショットは、新し
いStorageGRID 11.6 インストール内の大規模なストレージ ノードのものです。システム全体のメタデータ予
約済みスペース設定がこのストレージ ノードのボリューム 0 より小さいため、このノードの実際の予約済み
スペースはメタデータ予約済みスペース設定と等しくなります。

実際に予約されたメタデータ空間の例

バージョン 11.7 以降を使用して新しいStorageGRIDシステムをインストールするとします。この例では、各
ストレージ ノードに 128 GB を超える RAM があり、ストレージ ノード 1 (SN1) のボリューム 0 が 6 TB であ
ると想定します。これらの値に基づきます:

• システム全体の*メタデータ予約領域*は 8 TB に設定されています。 (各ストレージ ノードに 128 GB を超
える RAM がある場合、これはStorageGRID 11.6 以降の新規インストールのデフォルト値です。)
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• SN1 のメタデータ用に実際に予約されているスペースは 6 TB です。 (ボリューム 0 は メタデータ予約領
域 の設定よりも小さいため、ボリューム全体が予約されます。)

許可されたメタデータスペース

各ストレージ ノードのメタデータ用に実際に予約されているスペースは、オブジェクト メタデータに使用可
能なスペース (許可されたメタデータ スペース) と、基本的なデータベース操作 (圧縮や修復など) および将来
のハードウェアとソフトウェアのアップグレードに必要なスペースに分割されます。許可されたメタデータ領
域によって、オブジェクト全体の容量が決まります。

次の表は、ノードのメモリ量とメタデータ用に実際に予約されたスペースに基づいて、 StorageGRID がさま
ざまなストレージ ノードの 許可されたメタデータ スペース を計算する方法を示しています。

ストレージノードのメモリ量

128 GB未満 128 GB以上 メタデータ用に実際に予約された
スペース
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4 TB 以上 メタデータ用に
実際に予約され
ているスペース
の60%、最
大1.32 TB

メタデータ用に実際に予約されて
いるスペースの60%、最大1.98 TB

4TB以上

許可されたメタデータスペースを表示

ストレージ ノードに許可されているメタデータ領域を表示するには、次の手順に従います。

手順

1. グリッド マネージャーから、NODES を選択します。

2. ストレージ ノードを選択します。

3. *ストレージ*タブを選択します。

4. 使用済みストレージ - オブジェクト メタデータ チャートの上にカーソルを置き、許可 値を見つけます。

スクリーンショットでは、「許可された」値は 3.96 TB です。これは、メタデータ用に実際に予約されたスペ
ースが 4 TB を超えるストレージ ノードの最大値です。

Allowed 値は、次の Prometheus メトリックに対応します。

storagegrid_storage_utilization_metadata_allowed_bytes

許可されたメタデータスペースの例

バージョン 11.6 を使用してStorageGRIDシステムをインストールするとします。この例では、各ストレージ
ノードに 128 GB を超える RAM があり、ストレージ ノード 1 (SN1) のボリューム 0 が 6 TB であると想定し
ます。これらの値に基づきます:

• システム全体の*メタデータ予約領域*は 8 TB に設定されています。 (これは、各ストレージ ノードに 128

GB を超える RAM がある場合のStorageGRID 11.6 以降のデフォルト値です。)
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• SN1 のメタデータ用に実際に予約されているスペースは 6 TB です。 (ボリューム 0 は メタデータ予約領
域 の設定よりも小さいため、ボリューム全体が予約されます。)

• SN1のメタデータに許容されるスペースは、以下の計算に基づいて3TBです。メタデータに許可されたス
ペースの表 : (メタデータ用に実際に予約されている領域 - 1 TB) × 60%、最大 3.96 TB。

異なるサイズのストレージノードがオブジェクト容量に与える影響

前述のように、 StorageGRID は各サイトのストレージ ノード全体にオブジェクト メタデータを均等に分散
します。このため、サイトに異なるサイズのストレージ ノードが含まれている場合、サイトの最小のノード
によってサイトのメタデータ容量が決まります。

次の例を考えてみましょう。

• 異なるサイズの 3 つのストレージ ノードを含む単一サイト グリッドがあります。

• *メタデータ予約領域*の設定は 4 TB です。

• ストレージ ノードには、実際に予約されているメタデータ領域と許可されているメタデータ領域について
次の値が設定されます。

ストレージ ノード ボリュームのサイズ 0 実際に予約されているメ
タデータ領域

許可されたメタデータス
ペース

SN1 2.2 TB 2.2 TB 1.32 TB

SN2 5 TB 4 TB 1.98 TB

SN3 6 TB 4 TB 1.98 TB

オブジェクト メタデータはサイト内のストレージ ノード全体に均等に分散されるため、この例では各ノード
が保持できるメタデータは 1.32 TB のみです。 SN2 および SN3 に許可されている追加のメタデータ領域
0.66 TB は使用できません。

同様に、 StorageGRID は各サイトでStorageGRIDシステムのすべてのオブジェクト メタデータを維持するた
め、 StorageGRIDシステムの全体的なメタデータ容量は、最小のサイトのオブジェクト メタデータ容量によ
って決まります。

また、オブジェクトのメタデータ容量によって最大オブジェクト数が制御されるため、1 つのノードのメタデ
ータ容量が不足すると、グリッドは事実上いっぱいになります。

関連情報
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• 各ストレージノードのオブジェクトメタデータ容量を監視する方法については、"StorageGRIDの監視" 。

• システムのオブジェクトメタデータ容量を増やすには、"グリッドを展開する"新しいストレージノードを
追加します。

メタデータ予約領域設定を増やす

ストレージ ノードが RAM と使用可能なスペースに関する特定の要件を満たしている場
合は、メタデータ予約済みスペースのシステム設定を増やすことができる可能性があり
ます。

要件

• グリッドマネージャにサインインするには、"サポートされているウェブブラウザ" 。

• あなたは"ルートアクセス権限またはグリッドトポロジページ構成およびその他のグリッド構成権限"。

グリッド トポロジ ページは非推奨となり、将来のリリースで削除される予定です。

タスク概要

システム全体のメタデータ予約領域設定を手動で最大 8 TB まで増やせる可能性があります。

次の両方の条件が満たされている場合にのみ、システム全体のメタデータ予約領域設定の値を増やすことがで
きます。

• システム内のどのサイトにあるストレージ ノードにも、それぞれ 128 GB 以上の RAM が搭載されていま
す。

• システム内のどのサイトにあるストレージ ノードでも、ストレージ ボリューム 0 に十分な空き容量があ
ります。

この設定を増やすと、すべてのストレージ ノードのストレージ ボリューム 0 上のオブジェクト ストレージに
使用可能なスペースが同時に減少することに注意してください。このため、予想されるオブジェクト メタデ
ータの要件に基づいて、メタデータ予約領域を 8 TB 未満の値に設定することをお勧めします。

一般的に、低い値よりも高い値を使用する方が適切です。メタデータ予約領域の設定が大きす
ぎる場合は、後で減らすことができます。一方、後で値を増やすと、スペースを解放するため
にシステムがオブジェクト データを移動する必要がある場合があります。

メタデータ予約領域設定が特定のストレージノード上のオブジェクトメタデータストレージに許可される領域
にどのように影響するかの詳細については、以下を参照してください。"オブジェクトメタデータストレージ
の管理" 。

手順

1. 現在のメタデータ予約領域の設定を確認します。

a. 構成 > システム > ストレージ オプション を選択します。

b. ストレージ ウォーターマーク セクションで、メタデータ予約済み領域 の値をメモします。

2. この値を増やすには、各ストレージ ノードのストレージ ボリューム 0 に十分な空き容量があることを確
認してください。

a. 「NODES」を選択します。
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b. グリッド内の最初のストレージ ノードを選択します。

c. ストレージタブを選択します。

d. ボリューム セクションで、/var/local/rangedb/0 エントリを見つけます。

e. 使用可能な値が、使用する新しい値と現在のメタデータ予約済みスペースの値の差以上であることを
確認します。

たとえば、メタデータ予約済み領域の設定が現在 4 TB で、これを 6 TB に増やしたい場合、使用可能
な値は 2 TB 以上である必要があります。

f. すべてのストレージ ノードに対してこれらの手順を繰り返します。

▪ 1 つ以上のストレージ ノードに十分な空き領域がない場合は、メタデータ予約済み領域の値を増
やすことはできません。以降の手順には進まないでください。

▪ 各ストレージ ノードのボリューム 0 に十分な使用可能領域がある場合は、次の手順に進みます。

3. 各ストレージ ノードに少なくとも 128 GB の RAM があることを確認してください。

a. 「NODES」を選択します。

b. グリッド内の最初のストレージ ノードを選択します。

c. *ハードウェア*タブを選択します。

d. メモリ使用量グラフの上にカーソルを置きます。 *合計メモリ*が少なくとも 128 GB であることを確
認してください。

e. すべてのストレージ ノードに対してこれらの手順を繰り返します。

▪ 1 つ以上のストレージ ノードに使用可能な合計メモリが十分でない場合は、メタデータ予約済み
スペースの値を増やすことはできません。以降の手順には進まないでください。

▪ 各ストレージ ノードの合計メモリが 128 GB 以上の場合は、次の手順に進みます。

4. メタデータ予約領域の設定を更新します。

a. 構成 > システム > ストレージ オプション を選択します。

b. [構成]タブを選択します。

c. ストレージ ウォーターマーク セクションで、メタデータ予約済み領域 を選択します。

d. 新しい値を入力します。

たとえば、サポートされている最大値である 8 TB を入力するには、8000000000000 (8 の後に 12 個
のゼロが続く) と入力します。
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a. *変更を適用*を選択します。

保存されたオブジェクトを圧縮する

オブジェクト圧縮を有効にすると、 StorageGRIDに保存されるオブジェクトのサイズが
縮小され、オブジェクトが消費するストレージが少なくなります。

開始する前に

• グリッドマネージャにサインインするには、"サポートされているウェブブラウザ" 。

• あなたが持っている"特定のアクセス権限"。

タスク概要

デフォルトでは、オブジェクトの圧縮は無効になっています。圧縮を有効にすると、 StorageGRID は保存時
にロスレス圧縮を使用して各オブジェクトを圧縮しようとします。

この設定を変更した場合、新しい設定が適用されるまで約 1 分かかります。構成された値は、
パフォーマンスとスケーリングのためにキャッシュされます。

オブジェクト圧縮を有効にする前に、次の点に注意してください。

• 保存されるデータが圧縮可能であることがわかっていない限り、[保存されたオブジェクトの圧縮] を選択
しないでください。

• オブジェクトをStorageGRIDに保存するアプリケーションは、保存する前にオブジェクトを圧縮する場合
があります。クライアント アプリケーションがオブジェクトをStorageGRIDに保存する前にすでに圧縮し
ている場合は、このオプションを選択してもオブジェクトのサイズはさらに縮小されません。

• StorageGRIDでNetApp FabricPoolを使用している場合は、「保存されたオブジェクトの圧縮」を選択し
ないでください。
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• 保存されたオブジェクトを圧縮 を選択した場合、S3 クライアント アプリケーションは、返されるバイト
の範囲を指定する GetObject 操作の実行を回避する必要があります。これらの「範囲読み取り」操作は、
StorageGRID が要求されたバイトにアクセスするためにオブジェクトを効果的に解凍する必要があるた
め、非効率的です。非常に大きなオブジェクトから小さな範囲のバイトを要求する GetObject 操作は特に
非効率的です。たとえば、50 GB の圧縮されたオブジェクトから 10 MB の範囲を読み取るのは非効率的
です。

範囲が圧縮されたオブジェクトから読み取られる場合、クライアント要求がタイムアウトする可能性があ
ります。

オブジェクトを圧縮する必要があり、クライアント アプリケーションで範囲読み取りを使
用する必要がある場合は、アプリケーションの読み取りタイムアウトを増やします。

手順

1. 構成 > システム > ストレージ設定 > *オブジェクト圧縮*を選択します。

2. *保存されたオブジェクトを圧縮する*チェックボックスを選択します。

3. *保存*を選択します。

完全なストレージノードを管理する

ストレージ ノードの容量が限界に達したら、新しいストレージを追加してStorageGRID

システムを拡張する必要があります。利用可能なオプションは、ストレージ ボリューム
の追加、ストレージ拡張シェルフの追加、ストレージ ノードの追加の 3 つです。

ストレージボリュームを追加する

各ストレージ ノードは、最大数のストレージ ボリュームをサポートします。定義される最大値はプラットフ
ォームによって異なります。ストレージ ノードに含まれるストレージ ボリュームの数が最大数より少ない場
合は、ボリュームを追加して容量を増やすことができます。説明書をご覧ください"StorageGRIDシステムの
拡張"。

ストレージ拡張棚を追加する

SG6060 や SG6160 などの一部のStorageGRIDアプライアンス ストレージ ノードは、追加のストレージ シェ
ルフをサポートできます。拡張機能を備えたStorageGRIDアプライアンスがあり、まだ最大容量まで拡張され
ていない場合は、ストレージ シェルフを追加して容量を増やすことができます。説明書をご覧くださ
い"StorageGRIDシステムの拡張"。

ストレージノードの追加

ストレージノードを追加することでストレージ容量を増やすことができます。ストレージを追加するときは、
現在アクティブな ILM ルールと容量要件を慎重に考慮する必要があります。説明書をご覧くださ
い"StorageGRIDシステムの拡張"。
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